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(57)【要約】
【課題】導電性繊維でトリコット編みのネット状に編ん
だ素材から作られた電磁波遮断ネットの表面に微細金属
粉末を含む導電防錆コーティング加工をした電磁波遮断
素材から製造される医療検査用電磁波防護服を提供する
。
【解決手段】本発明の医療検査用電磁波防護服は、導電
性を有する繊維が、トリコット編みで編目の粗さが１．
５ｍｍ以下のメッシュ状に編まれ、目の粗さが一定に維
持されている電磁波遮断ネットをベースとし、該電磁波
遮断ネットの表面に微細金属粉末を含む導電防錆コーテ
ィング加工を施した電磁波遮断素材から製造される電磁
波防護服をカプセル内視鏡を使用している患者が着用し
て、外来高周波電波による該患者の身体に装着された上
記カプセル内視鏡の受信アンテナを電磁遮蔽し、受信機
の誤動作を防止する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導電性を有する繊維が、トリコット編みで編目の粗さが１．５ｍｍ以下のメッシュ状に
編まれ、編み目の縦横の繊維が互いの動きを拘束することで目の粗さが一定に維持されて
いる電磁波遮断ネットをベースとし、該電磁波遮断ネットの表面に微細金属粉末を含む導
電防錆コーティング加工を施した電磁波遮断素材から製造される電磁波防護服であって、
該電磁波防護服をカプセル内視鏡を使用している患者が着用して、外来高周波電波による
該患者の身体に装着された上記カプセル内視鏡の受信アンテナを電磁遮蔽することにより
、該受信アンテナへのノイズ混入による受信機の誤動作を防止することを特徴とする医療
検査用電磁波防護服。
【請求項２】
　前記電磁波遮断ネットを二重にしたことを特徴とする前記請求項１記載の医療検査用電
磁波防護服。
【請求項３】
　前記導電防錆コーティング加工が、酸化スズ等の金属ナノ粒子をアクリル樹脂溶液に混
ぜてコーティング剤としたことを特徴とする前記請求項１または２記載の医療検査用電磁
波防護服。
【請求項４】
　前記導電防錆コーティング加工の溶剤として、酸化エステル、イソプロピルアルコール
、エチレングリコールモノブチルエーテルを用いることを特徴とする前記請求項１～３の
内、いずれか１項記載の医療検査用電磁波防護服。
【請求項５】
　袖口、裾周りに体に密着させ、すき間を無くすためにゴムまたはストッパー付きタイト
紐がついていることを特徴とする前記請求項１～４の内、いずれか１項記載の医療検査用
電磁波防護服。
【請求項６】
　前記電磁波防護服が、カプセル内視鏡のセンサアレイ部分（アンテナとコード）だけで
なく、受信機やデータを記録するレコーダも一緒にカバーしていることを特徴とする前記
請求項１～５の内、いずれか１項記載の医療検査用電磁波防護服。
【請求項７】
　４２０～４５０ＭＨｚの医療用テレメータに使用される周波数帯に特に遮断性能を向上
させる設計としたことを特徴とする前記請求項１～６の内、いずれか１項記載の医療検査
用電磁波防護服。
【請求項８】
　下記工程から製造する前記請求項１～７の内、いずれか１項記載の医療検査用電磁波防
護服の製造方法。
（ａ）微細金属粉末を含む溶剤を加工用バッドに入れ十分に攪拌する。
（ｂ）電磁波遮断ネットを加工用バッドに通して溶液を浸潤させ乾燥路を経由して巻き取
る。
（ｃ）時間をかけて自然乾燥させる。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、カプセル内視鏡を用いて体内の画像を撮像する患者の身体に着用させて外
来電波によるノイズを防止する電磁波防護服に関する。
【背景技術】
【０００２】
　体内（特に、小腸、大腸）の内部の撮像画像を非侵襲で撮像するカプセル内視鏡が知ら
れている。カプセルにはＣＭＯＳやＣＣＤで構成されたカメラ及び無線装置を内蔵してい



(3) JP 2016-182215 A 2016.10.20

10

20

30

40

50

る。患者が内服したカプセル内視鏡は、蠕動運動によって消化管内を運ばれ、前進しなが
ら非侵襲的に消化管内を撮影し、画像データを体外に送信する。画像データの受信は、患
者が装着するベストに内蔵された受信機で行う。撮影を終えたカプセルは自然排出される
。検査には約１０時間が掛かる。
【０００３】
　しかし、カプセル内視鏡の撮像データを上記受信機で受信する時、外部の電磁波干渉源
からの不要電磁波により干渉を生じ、データの正常な受信が乱れる問題があった。上記カ
プセル内視鏡の送信周波数は、４３４．１ＭＨｚを用いており、特に、病院内では点滴等
の医療用モニター用のテレメ－タ周波数として４２０～４５０ＭＨｚ帯を使用しているの
で、これらから生じる電波が上記カプセル内視鏡の受信機に混入して誤動作を起こすこと
が問題になっていた。
【０００４】
　また、同じ出願人は従来心臓ペースメーカーを使用している患者が着用することにより
高周波ノイズによりペースメーカーの誤動作を防止する医療用インナーウエアを開発して
いる。
【０００５】
　上記医療用ウエアは、導電性を有する繊維が縒りをかけられ、メッシュ状に編まれた電
磁波遮断ネットを用いることにより、汚れがつきにくい上に汚れても汚れが目立ちにくく
、柔軟性があり、しかも透明性があって中身が見え、さらには抗菌性も備え、静電気も防
止する電磁波遮断ネットを用いたウエアとして好適なシールド・ウエアを用いている。
しかし、上記シールド・ウエアは、銀繊維を用いてメッシュ状に編まれた電磁波遮断ネッ
トを用いており、カプセル内視鏡用の電磁波防護服は、使用頻度が多いので、耐久性を向
上させ、また、シールド性能をさらに向上させるニーズが生じてきた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許第３９７１０１４号公報
【特許文献２】特許第４２１０３２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　この発明は、前記従来の導電性繊維でトリコット編みのネット状に編んだ素材から作ら
れた電磁波遮断ネットの表面に微細金属粉末（例えば、すず）をアクリル樹脂に混ぜ合わ
せた溶剤にて導電防錆コーティング加工をした電磁波遮断素材から製造される電磁波防護
服を提供し、従来の電磁波遮断ネットより丈夫で、導電性も向上させ、電磁波シールド性
能を改良した医療検査用電磁波防護服を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の医療検査用電磁波防護服は、導電性を有する繊維が、トリコット編みで編目の
粗さが１．５ｍｍ以下のメッシュ状に編まれ、編み目の縦横の繊維が互いの動きを拘束す
ることで目の粗さが一定に維持されている電磁波遮断ネットをベースとし、該電磁波遮断
ネットの表面に微細金属粉末をアクリル樹脂に混ぜ合わせた溶剤にて導電防錆コーティン
グ加工を施した電磁波遮断素材から製造される電磁波防護服であって、該電磁波防護服を
カプセル内視鏡を使用している患者が着用して、外来高周波電波による該患者の身体に装
着された上記カプセル内視鏡の受信アンテナを電磁遮蔽することにより、該受信アンテナ
へのノイズ混入による受信機の誤動作を防止することを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の医療検査用電磁波防護服は、前記電磁波遮断ネットを二重にしたことを
特徴とする。
【００１０】
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　さらにまた、前記導電防錆コーティング加工が、酸化スズ等の金属ナノ粒子をアクリル
樹脂溶液に混ぜてコーティング剤としたことや、前記導電防錆コーティング加工の溶剤と
して、酸化エステル、イソプロピルアルコール、エチレングリコールモノブチルエーテル
を用いることを特徴とする。
【００１１】
　さらにまた、本発明の医療検査用電磁波防護服は、袖口、裾周りに体に密着させ、すき
間を無くすためにゴムまたはストッパー付きタイト紐がついていることを特徴とする。
また、前記電磁波防護服が、カプセル内視鏡のセンサアレイ部分（アンテナとコード）だ
けでなく、受信機やデータを記録するレコーダも一緒にカバーしていることや４２０～４
５０ＭＨｚの医療用テレメータに使用される周波数帯に特に遮断性能を向上させる設計と
したことを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の医療検査用電磁波防護服の製造方法は、下記工程から製造する。
（ａ）微細金属粉末を含む溶剤を加工用バッドに入れ十分に攪拌する。
（ｂ）電磁波遮断ネットを加工用バッドに通して溶液を浸潤させ乾燥路を経由して巻き取
る。
（ｃ）時間をかけて自然乾燥させる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の医療検査用電磁波防護服は、電磁波遮断ネットの表面に微細金属粉末を含む導
電防錆コーティング加工をしたことにより、従来の電磁波遮断ネット単体より樹脂コーテ
ィングをした分丈夫になり、従来の電磁波遮断ネットが柔らかく、また、銀繊維を用いて
いるので痛み易いといった欠点を改良している。
【００１４】
　また、微細金属粉末を含む導電防錆コーティング加工をしたことにより、シールド性能
が向上し、樹脂加工により従来の電磁波遮断ネット単体よりやや固くなって、患者が着用
し易い利点がある。
【００１５】
　本発明の医療検査用電磁波防護服を用いれば、カプセル内視鏡のデータ受信に妨害波と
なる院内の他の電波を有効に遮断することができるので、該受信の誤動作を顕著に減少さ
せることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の小腸検査時の医療検査用電磁波防護服の概念図である。
【図２】本発明の大腸検査時の医療検査用電磁波防護服の概念図である。
【図３】本発明の基本となる従来提案の医療用インナーウエアの金属繊維を用いたネット
素材（ＭＧネット）を示す図である。
【図４】本発明の電磁波防護服の遮断性能の測定系を示す図である。
【図５】医療用インナーウエアの金属繊維を用いたネット素材（ＭＧネット）を二重にし
た場合の説明図である。
【図６】医療用インナーウエアの金属繊維を用いたネット素材（ＭＧネット）の電磁波遮
断性能（シールド効果）を示す図である。
【図７】本発明の医療検査用電磁波防護服の電波干渉に対する遮断性能を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照しながら、本発明を実施するための最良の形態について詳細に説明す
る。
【００１８】
　図１は、本発明の医療検査用電磁波防護服の概念図を示す。
　Ａ～Ｈは、受信機の電極（アンテナ）位置を示し、電極（アンテナ）は収納袋に入れて
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身体各所に貼付される。なお、図１は小腸検査（撮影）時の電極位置を、また図２は大腸
検査時の電極位置を示す。図1と図２の違いは、電極ＢとＥの貼付位置が異なることであ
る。図２の大腸検査の場合、電極Ｅは下腹部中央に、電極Ｂは、図２（ｂ）に示す如く、
下腹部背中側に貼付される。電磁波防護服は、受信機４やレコーダもカバーすることが望
ましい。
【００１９】
　該電磁波防護服の素材は、図３に示す如く、導電性を有する繊維が、トリコット編みで
編目の粗さが１．５ｍｍ以下のメッシュ状に編まれた電磁波遮断ネットにより、編み目の
縦横の繊維が互いの動きを拘束することで目の粗さが一定に維持されている電磁波遮断ネ
ット２１を用い、さらに、該電磁波遮断ネットの表面に微細金属粉末（例えば、酸化スズ
等の金属ナノ粒子）を含む導電防錆コーティング加工を施した電磁波遮断素材から製造さ
れる。
【００２０】
　導電防錆コーティング加工が、酸化スズ等の金属ナノ粒子をアクリル樹脂溶液に混ぜた
コーティング剤を用いており、導電防錆コーティング加工の溶剤として、酸化エステル、
イソプロピルアルコール、エチレングリコールモノブチルエーテルを用いる。上記電磁波
遮断ネット（以下、ＭＧネットという。）は、例えば、ナイロンに銀をコーティングした
銀繊維を１３本束ねたより糸を網目が均一なハニカム状に編みこんだものであって、１０
cm間の電気抵抗値は１Ω前後で導電性が高く、高周波電磁波を反射する能力、すなわち、
シールド効果が高い。
【００２１】
　なお、本発明に用いられる電磁波遮断ネットは二重にして用いられ、さらにシールド効
果を大きくしている。図５に、電磁波遮断ネットは二重にした場合のイメージ図を示す。
【００２２】
　図６に、上記電磁波遮断ネットのシールド効果のグラフを示す。測定は図４の測定系を
用い、送信アンテナから放射された電磁波を人体型ファントムに本発明の電磁波遮断ネッ
トを装着させた場合の測定結果を示す。図６の３２より、本発明の電磁波遮断ネットは約
２２ｄＢのシールド効果（電磁波減衰量）があることが分かる。
【００２３】
　なお、本発明に用いられる電磁波遮断ネットを二重にした場合のシールド効果を向上さ
せた測定結果３１を示す。同様に測定した場合、電磁波遮断ネットを二重にした時、約１
３ｄＢほどシールド効果が向上することが分かる。電磁波遮断ネットを二重にした場合の
トータルのシールド効果は約３５ｄＢである。
【００２４】
　本発明の電磁波防護服は、上記電磁波遮断ネットをベースとし、該電磁波遮断ネットの
表面に微細金属粉末を含む導電防錆コーティング加工を施した電磁波遮断素材を用いる。
該素材は、下記工程から製造される。
（ａ）微細金属粉末を含む溶剤を加工用バッドに入れ十分に攪拌する。
（ｂ）電磁波遮断ネットを加工用バッドに通して溶液を浸潤させ乾燥路を経由して巻き取
る。
（ｃ）時間をかけて自然乾燥させる。
【００２５】
　このような電磁波遮断ネットの表面に微細金属粉末を含む導電防錆コーティング加工を
施した電磁波遮断素材のシールド効果はトータルで約４０ｄＢである。
本発明の電磁波防護服は、図１の袖口５、裾周り６に体に密着させ、すき間を無くすため
にゴムまたはストッパー付きタイト紐がついている。
使用時には、該ゴムまたはストッパー付きタイト紐を締めて、袖口、裾周りの開口を防い
でいる。
【００２６】
　これは、袖口、裾周りが開口していると、外来電磁波が入り込み受信機の誤動作の可能
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いないが、これは首を絞める欠点と電磁波防護服の自重により電磁波防護服は首周りで身
体に密着するので、特にゴムまたはストッパー付きタイト紐は必要ないからである。
【００２７】
　図７に、本発明の電磁波防護服を着用した場合としない場合のカプセル内視鏡の不要電
磁波遮断効果を示す。測定は図４の測定系と同様な測定系を用い、送信アンテナから医療
用テレメータの電磁波（４２０～４５０ＭＨｚ）を放射し、徐々に人体型ファントムに近
づけていき、該電磁波の干渉によりカプセル内視鏡の検査画像が記録されなくなる距離が
電磁波防護服を着用した場合にどれほど縮まったかを測定したものである。電磁波防護服
を着用した場合のデータが右側の棒グラフ（例えば、４２）と電磁波防護服を着用しない
場合のデータが左側の棒グラフ（例えば、４１）である。測定の結果、本発明の電磁波防
護服を着用した場合、電磁波干渉距離が最大１／１０以下の距離まで接近可能となった。
なお、使用した特定電力無線局医療用テレメ－タの仕様は、４２０～４５０ＭＨｚの６バ
ンドのもので、単方向通信方式で空中線電力１ｍＷのものである。測定は、大阪府立産業
技術総合研究所の電波無響室で行われた。
【産業上の利用可能性】
【００２８】
　本発明の電磁波防護服は、カプセル内視鏡を飲み込んで、身体内の小腸や大腸の内面を
撮像し、該撮像画像をカプセルから送信して身体外部に装着した電極（アンテナ）で受信
するカプセル内視鏡検査において、医療用テレメ－タ等の外乱電波による上記電極（アン
テナ）や受信機（レコーダ）に対する干渉を有効に遮断できるので、産業上の利用性が高
い。
【符号の説明】
【００２９】
　　１　医療検査用電磁波防護服
　　２　電極（アンテナ）
　　３　電極（アンテナ）
　　４　受信機（レコーダ）
　　５　ゴムまたはストッパー付きタイト紐
　　６　ゴムまたはストッパー付きタイト紐
　１０　電極（アンテナ）
　１１　電極（アンテナ）
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A是电磁波屏蔽网的从针织材料与来自通过包括细金属粉末医用检查电磁
防护导电防腐涂料方法得到的电磁波屏蔽材料的导电纤维编织成的网状
特里科所作的表面上产生提供服装。 本发明的体检电磁防护服，具有导
电性的纤维，在经编针织物的线圈的粗糙度在以下网状1.5毫米是针织，
筛目尺寸保持恒定所述电磁波屏蔽网的基础，是患者从电磁波屏蔽材料
制成的电磁波防护服已经使用的胶囊型内窥镜进行包括电磁波屏蔽网的
表面上的细金属粉末导电性防腐涂层处理并且佩戴它通过外部高频无线
电波电磁屏蔽附着在患者身体上的胶囊内窥镜的接收天线，以防止接收
器的故障。 点域1
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